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審判の日の大きな兆候に関する包括的ハディース
大きな兆候は、審判の日からそう遠くない時期に発生するもので、一般的には「非日常的」ま
たはセンセーショナルなものであると見なされます。

審判の日が起きる大きな兆候として、預言者（神の慈悲と祝福あれ）が述べた複数のハディー
スがあります。それには以下のようなものがあります。

イマーム・ムスリムは彼のサヒーフ（真正集）でこう記録しています。
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また、ムスリムはサヒーフにおいて、このようにも記しています。
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上記と同じ出来事に言及した預言者のハディースは、他にもいくつか存在しています。それ
らのハディースにおいて、彼はそれらの兆候が最後の時の兆候である、と明確に指摘したわけ
ではありません。預言者はそれらの出来事が発生する前に善行を行うよう、強い警告を発した
のです。なぜならそれらの出来事は時の終わり、そして審判の始まりを告げ知らせるものだ
からです。アブー・フライラは神の使徒がこう述べたことを伝えています。

?6?????????????????????????????????????????????????????????????????

このハディースで預言者が言及した「あなたがたの死」も特筆に値します。これも「最後の時」の
兆候の1つです。最後の時の大きな兆候を学ぶこと、知ることは重要で興味深いことでもあり
ますが、最後の日々を目撃することのない人々にとっては、彼らの死が最後の時であり、彼ら
はそれの支度をしておかなければなりませんが、多くの人々はそれに関して無頓着です。そ
のため、あるベドウィンが預言者を訪れて「最後の時はいつですか？」と聞いたとき、預言者はあ
る男児を指差して、こう言ったのです。「この子が生き長らえ、年老いた頃になると、あな
たの時はすでに起きていることでしょう。」（サヒーフ・ブハーリー）

大きな兆候が発生する順序と性質
ユースフ・アル＝ワービルは、審判の日の大きな兆候が発生する順序に関しての明確なテキストは、発見出
来なかったと記しています。既述されたような、兆候のいくつかをまとめて述べるハデ
ィースでは、「そして」「または」を意味する接続詞が付属しており、直接的な結び付きはあ
りません。どちらの場合も、接続詞は出来事の順序について示唆してはいません。事実、アル＝
ワービルが述べるように、同様のハディースでは、出来事が異なる順序によって言及されている
のです1。

一方、イブン・ハジャルは大きな兆候を2つのカテゴリに分類しました。第1のカテゴリが確実
に第2 のものよりも先に起きるというものです2
。第1のものは、この地球の性質が完全に変わらない内に起きるものです。それらの兆候は
人々の目を覚まし、神への悔悟へ駆り立てるはずです。それらの兆候が起きている最中は
、信仰者と不信仰者の区別は究極的に存在せず、復活が近いことを疑わせる要素も一切存在
しません。この第一のカテゴリに含まれる兆候には、ダッジャールの出現、イエスの再臨、



ゴグとマゴグ、そして地滑りがあります。

大きな兆候における第2のカテゴリでは、実際に復活の時が起きていること、そしてこの世の終わ
りになることが、誰の目にも明らかとなる場合です。それらに加え、信仰者と不信仰者は
区別されます。それゆえ、それらの兆候が起きた後は、神への悔悟は出来ません。その時に
なって悔悟をしても手遅れであり、もう神によって認められないのです。このカテゴリに
おける兆候としては、獣と煙の出現、そして西から昇る太陽などがあります。

また、これらの兆候が現れるときには、どうやらそれぞれの兆候がより早いペースで次々
と現れるようです3。預言者は述べています。
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またアフマドは彼のムスナド（伝承集）において、預言者がこう述べたと記しています。
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